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2020年、このコロナ禍で、人々はどのようなことを考え、何と向き合っているのでしょうか。
リモート・コミュニケーションによって痛感させられたのは、ナマの身体性の欠如、
言語以外のコミュニケーションの重要性でした。
それは視覚・聴覚をはじめとする芸術が扱ってきた身体性の要素とも重なります。
ライブハウス、映画館、劇場、美術館、ギャラリー、図書館、教育の場――文化・芸術に
かかわる仕事をとおして見えてきたのは、“人間の営み”でした。
他者とのぎこちない接触が求められる日々の中、不要不急と位置付けられた文化・芸術は、
人間にとってますます重要な営みになるはずです。
本特集では、様々な分野・世代の筆者たちに、その生活から見えてきた思いを、
手記として寄稿いただきました。

contents  特集【コロナ禍の文化と生活】
生も死も、自由も不自由さえも 小説家 諏訪哲史

「そと」と「なか」の新しいかかわり 京都大学 霊長類研究所 特定助教 鴻池菜保
〈弱いロボット〉に希望のまなざし――コミュニケーションの可能性を求めて

豊橋技術科学大学 ICD-LAB
日常と文化と障害者 認定NPO法人ポパイ理事長 山口未樹
少したてば古びてしまう「今」のこと 劇作家・演出家・少年王者舘主宰 天野天街
変わっていくことへの恐怖　変わらないことへの苛立ち  
 うりんこ劇場代表 平松隆之
ここが文化の分かれ道 ダンサー 岩村明里
親愛なるタンコへ See Saw gallery+hibit 小野美恵子
やれないジレンマ 七ツ寺共同スタジオ代表 吉戸俊祐
金山ブラジリズモ 金山ブラジルコーヒー店主 角田健太
野性からの復讐!?コロナ禍惨状 ガレリア フィナルテ 福田久美子
映画館が生き延びるために 名古屋シネマテーク支配人 永吉直之
明日のデザイン デザイナー 溝田尚子
これからは地方で生きる。～自然を感じながら小さな関係をつなぎあう～  
 みんなの森 ぎふメディアコスモス 総合プロデューサー 吉成信夫
コロナ時代のアート教育の役割 ART&LIFE自然学校 代表 宮崎喜一
これからのスタンダード at家 代表 一ノ瀬龍星
美術館職員、または表現をする者として。  
 岐阜県美術館管理業務専門職／漫画家・イラストレーター 宇佐江みつこ

文字の山を下る  グラフィックデザイナー 岡田和奈佳
2019年のあいち 信州大学人文学部教授 金井 直
未来に展示する方法 展示技術者／アートインストーラー 宮路雅行

「展示が開いている」とはどういうことか 豊田市美術館学芸員 能勢陽子
橋をかける 修復士／東海大学情報技術センター 田口かおり
ミラノ、散歩、出さなかった声明をめぐって キュレーター 飯田志保子

【批評】
自然（じねん）的作品―中京圏初の辻晉堂展 美術評論家 天野一夫
追悼：神野公男　酒の合間の合間の酒に 建築家 道家 洋
追悼：神野公男　詩の現場　現場の詩 愛知県美術館副館長 拝戸雅彦

【レビュー】
久門剛史　らせんの練習 キュレーター 飯田志保子
愛知県立芸術大学退任記念 「土屋公雄展 ときめきの庭／記憶の部屋」ほか  
 ライター／「OutermostNAGOYA」主宰 井上昇治
小企画　水谷勇夫と舞踏 名古屋大学大学院人文学研究科教員 栗田秀法
コレクションによる特別陳列 没後30年 諏訪直樹展  
 宇都宮美術館主任学芸員 前村文博
名古屋は「風景」になり得るか　庄司達「風景・都市・視覚――70年代」  
 キュレーター 若山満大
 ほか多数


